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他療法
円了によれば、心理療法の分類においては、催眠術は他療法に属し、神官僧侶による加持祈祷の類も
効果は期待できないにしる分類上は他療法になるとしている。信仰法は自身や他者（神仏や医者）を
信じることによって治病効果がもたらされることをいう。
ここで注目されるのが観察法である。自療法の二者は信仰によるか道理によるかの違いで分けられ、
自観法は、「自心の上に観念を下し、病気の懸念するに足らざることを究め明らかにして、精神の疑
惑を断つの類をいう。仏家の坐禅止観によりて心理療法を施すがことどきその一なり。哲学上の道理
をもって心内に世界観、人生観を起こし、これによりて安心するがごときも自観法というべし」とさ
れている。同書では、インド医法論という章において、この止観坐禅の内容が論じられている。
古書に見るところにて事実を伝うるもの少なからず。たとえ妄誕なるも、その中にまたいくぶ
んの取るべきものあり。いわんや心病を治するをもって身病を治するがごときは、信ずべき道
理の存するところなるをや。
『天台小止観』に記すところによるに、
それ坐禅の法、もしよく心を用うれば、四百四病自然に除差す。もし用心所を失すれば、
すなわち四百四病これによりて発生す。
その方法につきては、
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あるいはいう、心をとどめ、丹田（膳下一寸）を守りて散ぜざれぱ多く治することありと
す。あるいはいう、常に心を足下にとどめて、行往寝臥を問うことなければ、すなわちよ
く病を治す。
その理由につきては、
人は四大の不調なるをもって疾患多し。しかして四大の不調は心識の上縁するによる。故
にもし心を安んじて下に置けば、四大自然に調適して衆病除くべし。また一説に、心の憶
想四大を鼓作するによりて病の生ずることあり。心をやすめて和悦すれば、衆病すなわち
癒ゆ。故に善く止法を修すればよく衆病を治す（止法とは坐禅の法なり)。
その止観の方法につきては、ここにこれを略す。
関連する内容はすでに『外道哲学』（明治30年2月、選集22）にみられる。第一編緒論の第一四
節「医方明」では、大蔵経収録の仏典などから引用しつつ、病種、病因、医療、医薬に関して検討し
ている。このうち比較的、医療についての引用が詳細で、『摩訶止観』や『天台小止観』などに言及
した上で、実際には『翻訳名義集』（巻六の六○、『法苑珠林』巻一一四の二、『緑内拾遺』巻六の四
八）の文章が転載されている。
『智論』にいわく、四百四病は、四大を身となし、常に相侵害す。一一の大の中に百一病起こ
る。冷病に二百二あり、水・風より起こるが故なり。熱病に二百二あり、地・火より起こるが
故なり。止・観は治病の方法を明かす。すでに深く病源の起発を知り、まさに方法を作してこ
れを治すべし。治病の法にすなわち多途あり、要を挙げてこれをいわば、止と観の二種の方便
を出でず。いかんが止を用（つか）って病相を治するや、ある師いう、ただ、心を止に安んじ
て病処にあればすなわちよく病を治す。所以はいかん、心はこれ一期果報の主なり。たとえば
王の所至あるの処、群賊註散するがとごし。つぎにある師いう、勝下一寸を憂陀那と名づく、
ここに丹田という。もし、よく心をとどめてこれを守り散ぜざれば、久しきを経てすなわち多
く治するところあり。ある師はいう、常に心を足下にとどめて、行往寝臥を問うことなければ
すなわちよく病を治す。所以はいかん、人は四大の不調をもっての故にもろもろの疾患多し。
ここは心識の上の縁をもっての故に、四大をして不調ならしむ。もし心を安んじて下におけば
四大自然に調適し、衆病除かる。ある師いう、ただ、諸法の空にして所有なきことを知れば病
相を取らず、寂然として止往し、多く治するところあり。所以はいかん、心の憶想し四大を鼓
作するによるが故に病ありて生ず。心をやすめ和悦すれば衆病すなわち差（い）ゆ。ゆえに『浄
名経』にいわく、なにをか病の本となすや、いわゆる肇縁なり。いかんが肇縁を断つや、いわ
く、心無所得なり、と。かくのごとく種々に止を用って病を治するの相を説くこと－にあらず｡
ゆえに知る、止法を修してよく衆病を治す。
つぎに観をもって病を治するを明かさば、ある師いう、ただ、心想を観じ、六種の気を用っ
て病を治するはすなわちこれ観じて病を治するなり。なんらか六種の気なるや、一は吹、二に
24
井上円了における催眠術と瞑想法
は呼、三には僖、四には阿、五には嘘、六には咽なりと、云々。（原典は漢文のみ。選集版での
書き下しの引用）
円了はこの部分について､「これ､身病を治するに薬方の力によらずして､精神の力によるの方なり｡」
という評価を与えている。
3
ても、その内容は詳しく触れていなメ
述、蓮生寺蔵版、安永四（1775)年）｜
道哲学』では、『病堂策』について、
一般の医方明を知るべきものあらず」
．『病堂策』の瞑想法
前節で引用した部分では、両者とも丹田をイメージする瞑想、いわゆる丹田呼吸法について言及し
かった。しかし、『心理療法』ではその後に『病堂策』（知天真解
､蓮生寺蔵版、安永四（1775)年）に記録されている具体的な瞑想法がまとめられている。なお『外
は、『病堂策』について、「仏書中の彙報に関することを述ぶるにとどまり、もとより印度
ず」と指摘するにとどまっている。
『病堂策』と題する書中に、病を治する法に六種ありとし、一には止法、二には気法、三には
息法、四には仮想法、五には観心法、六には方術法を掲げり。その説明あまり長ければ、左に
その要を適載すべし。
一、止法とは、まず衣を解きてへそを豆の大のごとくなりと諦観し、のち目を閉じ口を合
わせ、舌をあごに支え、心をへそに置き、気をして調順ならしむ。かくして心を丹田にと
どむれば、よく万病を医するを得。もしなお苦痛を感ぜば、心を移して三里に向かえよ。
痛なお除かずば、更に心を移して両脚の大栂指のつめの横文の上に向かえよ。もし頭痛み
目赤く、口熱し耳聾し､腹痛む等には､心を両足の中間にとどむれば癒ゆることを得くし。
また心を足にとどむれば、よく諸病を治するに良効あり。
二、気法とは、呼吸の気をもって病を治する法にして、もし冷を病むときは吹を用い、熱
を病むときは呼を用い、気を病むときは阿を用うる等の規則あり。その法、毎日、子の刻
より巳の刻に至るまで、東に向かい静坐して、窓を開かず風を入れず、歯をたたき舌にて
口中を攪（か）けば、舌下に水おのづから満つ。これにて数度くちすすぎ、三口に分かち
てのみ下し、意をもってこれを丹田に送り至らしめ、徐々に口に畷（つぐ）んで阿字を念
じ､阿して心中の濁気を出す｡そのとき声あることなかれ､声あればかえって心気を損ず。
すなわち口を閉じ、鼻に精気を吸い、もって心を補う。吸うときもまた吸う声を聞くこと
を得ず。ただし阿の出ずるは短く、吸の入るは長からしめよ。かくのごとくすることを六
度とす。その功を積みて験あるを見るべし。
三、息法とは、息の強軟を察して身の健病を験する法なり。息に四種の相あり。風、喘、
気、息なり。坐するとき、鼻中の息、出入声あるを覚ゆるは風相なり。坐するとき、息声
なしといえども、出入結滞して通ぜざるはこれ喘相なり。坐するとき、息声なく結滞せざ
るも、出入細ならざるはこれ気相なり。以上の三者は不調の相とす。そのよく調和を得た
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るは息相なり。かくして息を調うるときは衆患生ぜず。
四、仮想法とは、前の気息の中に兼帯して想を用うるなり。『阿含経』に麻を観ずるがごと
き煙〔鞭〕麻（なんそ)、頂にあり。滴々として脳に入り、五臓に漣（そそ）ぎ、偏身に流
潤するをおもえ、これすなわち労損治すとあるの類なり。もし『雑阿含経』によれば、か
えって七十二法ありという。
五、観心法とは、ただちに心を観じてこの病を推し求むるに、内にあらず外にあらず、中
間にあらず心不可得なり。病きたりてだれを責むる、だれか病を受くる者ぞ。かく観力を
用いて病を治するをいう。
六、方術法とは呪法禁厭のことなり。
以上の六法中、多少身部に関するものなきにあらずといえども、要するに心理療法に属する
ものと知るべし。その諸法は今日に適用し難く、その法のみによりて諸病を治することあたわ
ざるは明らかなりといえども、その中にいくぶんの参考すべきところあり。かつ仏教は心理療
法を唱うると同時に医家の治療法を勧め、身心両面より諸病を平治せんことを期するものなれ
ば、決して今日の生理療法を妨害するがごときにあるべからず。ただ愚俗中にはこれを濫用し
て迷信に陥らしむることあるも、かくのごときは教育の方面より漸次にその弊を除去するを得
くし。もしインドー般の療治に至りては婆羅門の支配するところとなり、その迷信のはなはだ
しき、仏教徒と同日の論にあらざるなり。
さて、この『病堂策』の六法は『摩訶止観』を下敷きにしたものであるが3、まったく同じという訳
ではない。つまりインド由来の瞑想法が、中国で『摩訶止観』（594年、天台智顎）でまとめられ、
日本に渡った後、江戸時代に再編集され、明治の円了の手で再びまとめられたということになる。
それではこの六法の変遷についてまとめておこう。まず第一法については『摩訶止観』から『病堂
策』への段階では、五行による解釈を除けば細かな省略や追加にとどまる。円了のまとめも全体を手
堅くまとめたものになっている。第二法は『摩訶止観』から『病堂策』への段階で大きく異なった部
分がある。それは円了がまとめとして引用した気や液を丹田へ送り込む方法で、『摩訶止観』にはこ
の法がそもそも記述されていない。「病堂策』が『遵生八賎』（明、高榛）から引用したものである。
第三、四法については『摩訶止観』から『病堂策』へは補足説明を除いて大きな違いはなく、円了の
まとめも全体を簡潔にしたものとなっている。第五法は『摩訶止観』では具体的な説明を欠くが、『病
堂策』では豊富な事例を載せている。円了は『心理療法』の後段でその事例を参照している。第六法
は、『摩訶止観』では獣や取り種いた悪神を追い払う呪文が記されているが、『病堂策』では全く別の
内容と呪文に置き換えられており、円了はまったく注目していない。
以上のことから、円了は『病堂策』の段階で強化された丹田呼吸法を伝統的な瞑想法の中心的な技
3円了はこの点を指摘していないが、元となった巻八を読んでいるので承知の上であろう。
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法として認識していたことが確認できよう。
4．丹田呼吸法の身体性
円了が止観坐禅などの仏教瞑想の中心的な技法として丹田呼吸法があることを認識していた。もっ
とも円了自身は、こうした丹田呼吸法をあくまで心理的な実践として解釈し、生理的な要素を完全に
無視してしまっている。例えば円了に印度哲学を教えた原坦山は、坐禅が心理にとどまらない生理的
な変化を有することを主張していたし4、鈴木大拙も『静坐のすすめ』の中で、やはり以下の通り坐
禅による生理的な変化に注目している。
結蹴跣坐し、脊梁骨を突き立て、下腹に力を入るるやうにして、肺及心の活動に十分の余地を
與へ、静かに鬼律ある呼吸をなすときは、全身の血液充分の酸素を得て、頭より脚に至るまで
循環して、沈滞することなきのみならず、筋肉全篭も、亦適宜の興奮力を得、注意力の活動は、
其最強度に達すべし（鈴木大拙『静坐のすすめ』）
明治大正期には伝統的な養生法と近代的な健康法が入り交じって様々な健康法が流行していた｡一
例に山田玄翁編『禅の応用治病修養法』（精神書院、1912）に収録されている、当時坐禅と関係する
とみなされていた治療法を概観してみよう。
天台大師禅的治病法
福来文学博士禅的治病修養法
釈宗演師禅的治病修養法
朱子静座修養法佐藤一斉静座説
平田篤胤禅的治病法
二木博士腹式呼吸治病法
白隠禅師禅的治病法万巷禅的治病法
岡田式静座呼吸法
近重理学博士禅的治病修養法
これら流行した健康法を代表する岡田式静坐法や、あるいは藤田霊齋の調和道でも、丹田呼吸によ
る身体的変化を強調し、その上でそうした身体的変化が精神や肉体の健康に関係あることを述べてい
る5．円了は心身相関を説きながらも、実際は徹底した心身二元論の立場に立っていたと言える。
丹田呼吸による生理的変化が実際に起こるのかどうかを問題にして、円了の理解の妥当性を検証し
てもあまり意味はない。単純に、曹洞宗の原や臨済宗の鈴木と違って、真宗の円了には坐禅体験がさ
してなかったために、瞑想における身体性の問題が想像できなかったと考えるのが妥当であろう。
６
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０
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5．円了の瞑想法
実際、円了の興味は別のところにあった。『心理療法』の中で、円了は他観法について、「他の事物
を観察して病念鯵憂を消散する法なり。その法の自観法と異なるところは、心内の観察と身外の観察
とに帰す。たとえば社会人類の情態を観察し、あるいは宇宙天体の現象を観察し、すべて客観的に人
生観、宇宙観をなし、もって病苦を消するがごときは他観法の主たるものなり。もしまた旅行あるい
は転地して、山河の風景を観察し、もって自然に病憂を散ずるがごときも他観法の一なり｡」とし、
芸術鑑賞などもここに入るとしている。後年の『迷信と宗教』（大正5年3月、選集20）では、「(九）
養神論」において、議論を次の通り展開させている。
人、生まれて心身を養う道を講ぜざれぱ、永くその生を保つあたわず。しかして、その身を養
うには衛生法あれども、その心を養うにはなんらの方法あるを聞かざるは余の怪しむところに
して、爾来、養神術を研究してもって今日に至れり。古来、和漢の書中には往々養生を論じた
るあり。その中には養神の方法をも混説せるのみならず､身を養うに心を養うの方法を用いき。
これに反して、今日の衛生法は生理学の理にもとづき、養身の一方に偏する風あり。この両者
ともにその正を得ず。ゆえに余は、養神的衛生法のほかに、養心的衛生法を講ぜんとす。これ
をここに養神論という。その一端は、余が（『妖怪学講義』）「医学部門」心理的治療法、およ
び別著「失念術講義』中に略述したれば、よろしく本篇につきて見るべし。ただしここに、養
神術の第一は、余が妖怪学のいわゆる真怪を達観することにあることを一言せんのみ。
それ、真怪は宇宙万有の内外を一貫して存するものなれば、これを外にしては宇宙の上にそ
の相を現し、これを内にしては一心の上にその体を開く。ゆえに、吾人もし活眼を放ちて宇宙
を達観するの際、おのずから美妙の光景に接触することを得。これ、すなわち真怪の光輝なり。
美術の美も風景の美も、みなこの光気の外に発散せるものにあらざるはなし。ゆえに、もし人、
その心神を養わんと欲すれば、真怪を達観する方法を講ぜざるべからず。この達観法を分かち
て、外観法および内観法の二種となす。外観法また分かれて人為的、自然的の二種となり、内
観法また知力的、意志的の二種となる。今、そのいちいちを弁明するにいとまあらずといえど
も、外観法の第一は、天然の好風景を観じてその美妙を楽しむにあり。春花秋月、夏山の葱々
たる、冬雪の磑々たる、これをみるものみな、その好風景に感ぜざるはなし。心神を養うの術、
これをもって最も便なりとす。しかるに、風景は常に一様なるあたわず。もし暴風大雨のとき
にありては、かえって心神をいたましむるのみなれども、その中におのずから宇宙の勢力の発
現するありて、人をして雄壮の情を動かさしむるものなれば、これまた達観の方法いかんによ
りて、心神を養うの一助となるものなり。かくして、すでに天気の不良なるも、なおこれに接
見して快楽を感ずる以上は、平常、天気、風景の異状なきときも、これをみて好風景に接した
ると同一の愉快を感ずることを得くし。しかして、よくこの地位に達するには、必ず多生の練
習を要するなり。内観法の一は禅学なるが、禅学を修むるにはまたすでに一定の方法、階梯あ
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り。果たしてしからば、外観法にも一定の練習法なかるくからず。これ、余がもっぱら講究せ
んと欲するところなり。
つまり井上円了は、自身が妖怪学において追究していた「真怪」を観得することが､人間の精神衛
生においていちばんよい方法であり、その具体的な技法として瞑想法を位置づけていたのである。そ
して坐禅や止観はその「真怪」を見るための一つの手段に他ならなかった。しかし、止観や坐禅のよ
うな内観法よりも、円了は外観法の方を重視していたのである。啓蒙家としてか真宗の徒としてか、
風景を目の当たりにして心が動かされるといった､誰にでもできそうな簡単な方法を井上円了は求め
ていたといえよう。
それにしても「真怪」を見るとはどういうことなのか。いったん話が神仏に及ぶと、円了はまた心
の問題、信仰の世界に立ち返る。『真怪』の最後は次のように締めくくられている。
……神や仏は不可思議中の不可思議で､全く別途の法門である。およそこの宇宙を観察するに、
表裏両面がある。そのうちにて上来の諸説は、みな表面の観察に過ぎぬ。しかして、神や仏は
裏面の観察によって、その実在を知るべきである。すなわち、表面の観察にて物心の本源たる
絶対の体あるを知り、これを真怪の根本とするに、裏面の観察によれば、その絶対の内容を知
ることができる。表面の絶対は玄妙というべきも、霊妙とは名づけ難い。活動とはいえるが、
霊動とは申しにくい。また、わが心的作用の上にては、表面の観察は外観により、裏面の観察
には内観によるの別がある。そのいわゆる内観は心内を反省するので、さきの真眼にあらずし
て霊眼により、心底深きところに住する霊性を認めて、ここに先天の声を聴き、さらにその声
をたどりて先天の霊源にさかのぼり、はじめて不可思議の霊光に接することになる。この霊光
の体がすなわち神仏である。
しかして、その体は表面観の絶対にして、つまり同一体の外景と内光の相違に過ぎぬ。この
内光に接触する道に、わが霊眼が原動の位置に立って自ら霊源にさかのぼると、受動の位置に
いて、いながら霊光を感受するのがあるから、仏教にも自力宗、他力宗の二門が分かれておる。
この宇宙の裏面観において宗教を立つるのが余の新案にして、追って別に詳述するつもりなれ
ば、詳細の説明は他日に譲っておく。
井上円了は「心底深きところに住する霊性」をたどって「先天の霊源」に遡り、「不可思議の霊光」
に接することを望んだ。神仏の実在をそのように信じていた。物理も心理も超越した領域に宗教を求
めようとした。しかし『真怪』が出版されてから2ケ月半を過ぎた大正8年6月6日に、円了は大連
で客死した。彼の構想が世に問われることはなかったのだ。
まとめ
以上､井上円了の心理療法を催眠術を手掛かりにその特徴を坐禅や止観との比較から考察してみた。
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円了は坐禅や止観に近代的な価値を見出していたが、当時の実践者たちのように生理的な機構を認め
ていない。純粋に心理的なものとして考えていた。しかしそれは井上円了の考え方がより“哲学”的
であることを必ずしも意味しない。なぜなら円了は生理と心理の峻別に心を砕く一方で、生理・心理
を超える“不可思議な霊光”が人間の心の奥に隠されているという伝統的な信仰を同時に保持してい
たからである。
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